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海外経済交流の促進について

１ 提言の背景

本県の景気は依然厳しい状況が続いており，県内経済の活性化が喫緊の課

題となっている。県内経済の活性化のためには，海外との経済交流等を一層

促進することが重要である。

現在，グローバル化が進展する中で，本県はソウル，上海，台北と国際定

期航空路線で結ばれ，本年３月３０日からは香港線が再開設されるなど，人

・物・情報の交流が盛んになってきている。

このようにアジアの玄関口としての本県の地理的優位性を生かし，中国を

中心とした成長するアジア諸国との経済交流等の拡大を図ることが，県産品

の販路拡大や観光振興等に大きく寄与し，県内経済の活性化に結びつくため，

戦略的な取組が求められている。そのためにも，航路や航空路の維持・拡充

を図ることが重要である。

このような中，県議会においては，平成２５年３月定例会において海外経

済交流促進等特別委員会を新たに設置し，アジア諸国との交流，県産品の販

路拡大，企業の海外展開等に関し，調査するとともに，昨年１０月には上海

・香港において経済交流等に関する現地調査を行った。

アジア諸国の中でも，特に経済成長が著しい中国のＧＤＰは，２０１０年

に日本を追い越して世界第２位の経済大国となり，２０２５年頃には米国を

抜き，世界最大の経済大国となる見通しである。

現在，消費市場として最も注目を集めている成長する中国経済の波及効果

を本県にもたらし，本県の発展可能性を大いに高める取組が重要である。

以上の観点から，次のとおり提言する。



２ 提言

（１）アジア諸国との交流促進

アジア諸国との経済交流等を一層促進させるため，航路や航空路の維持

・拡充に取り組むこと。

また，国際定期航空路線の搭乗率向上を図るため，自治体，関係団体，

企業等との連携強化に取り組むこと。

さらに，志布志港，川内港を利用した国際物流を促進させるため，必要

な港湾整備や貨物の集積及び海上コンテナ航路等の誘致の推進に取り組む

こと。

（２）県産品の輸出拡大

農林水産物及びその加工食品を含む県産品の輸出拡大を図るため，海外

事務所やジェトロ等，関係機関・団体と連携の上，輸出相手国の検疫条件

等を把握するとともに，輸出相手国の消費者の選好や安心・安全を求める

傾向などの消費者ニーズに対応した販路拡大や商品の定番化に向けた支援

に取り組むこと。

また，海外での人的ネットワークを生かして，県産品の販路拡大等に取

り組むこと。

（３）企業の海外展開

中国を中心としたアジア諸国では，今後とも，人口増加や経済力の向上

による市場の拡大が期待されることから，新たなマーケットとして輸出あ

るいは進出を目指す企業に対し，必要な情報提供を行うなど貿易支援機関

等と連携を図り，企業ニーズに対応した相談窓口の充実や支援に取り組む

こと。



上海・香港における調査概要

【行 程】

年 月 日 調 査 先

H25年10月 9日 ＪＥＴＲＯ上海事務所，県上海事務所，上海征西広告有限公司

H25年10月10日 上海奈賀伊食品有限公司，上海久光百貨

H25年10月11日 ＪＥＴＲＯ香港事務所，県香港事務所，ＭＲＴ香港

H25年10月12日 ＳＯＧＯ香港，ＣＩＴＹ ＳＵＰＥＲ香港

【調査内容】

（ＪＥＴＲＯ上海事務所，県上海事務所）

日本企業の輸出等に関する支援業務等

を行っているＪＥＴＲＯ上海事務所を視

察し，関係機関から上海経済の概況や日

本産農林水産物の流通状況等について調

査した。

（上海征西広告有限公司）

九州専門の情報誌，日本の物産やアウ

トドアを紹介する情報誌を発刊している

上海征西広告有限公司を視察し，中国に

おける九州や鹿児島の情報発信の取組等

について調査した。

（上海奈賀伊食品有限公司）

県産品を含む日本食品や食材の輸入，

卸業務，加工食品の開発等を行っている

上海奈賀伊食品有限公司を視察し，日本

の食材の流通状況等について調査した。



（上海久光百貨）

上海で日本式の「デパ地下」を初めて

導入し，生鮮食料品や惣菜，県産品を取

り扱っている上海久光百貨を視察し，日

本の食材の流通状況等について調査した。

（ＪＥＴＲＯ香港事務所，県香港事務所，ＭＲＴ香港）

日本企業の輸出等に関する支援業務等

を行っているＪＥＴＲＯ香港事務所を視

察し，関係機関から香港経済の概況や日

本産農林水産物の流通状況等について調

査した。

（ＳＯＧＯ香港）

日本製の衣料品，家電，書籍等や県産

品を取り扱っているＳＯＧＯ香港を視察し，

日本の食材の流通状況等について調査した。

（ＣＩＴＹ ＳＵＰＥＲ香港）

日本をはじめアジア各国や欧米など世

界の輸入食品や県産品を取り扱っている

ＣＩＴＹ ＳＵＰＥＲ香港を視察し，日本

の食材の流通状況等について調査した。



 （出典：財務省貿易統計）

（１）　本県貿易額の推移

輸出額 伸び率

（百万円） （％）

15 43,937 115.9

16 46,588 106.0

17 48,057 103.2

18 48,841 101.6

19 43,080 88.2

20 37,479 87.0

21 23,358 62.3

22 24,088 103.1

23 36,467 151.4

24 27,112 74.3

（２）　港別輸出入額(平成24年1月～12月）

 　（輸　出）

金　額

（百万円）

3,102

3,665

14,486

4,123

1,735

27,112

 　（輸　入）

金　額

（百万円）

1,246,901

1,403

127,286

28,799

6,090

1,410,479

【参考】

１　本県貿易の現状

年
輸入額 伸び率

（百万円） （％）

736,181 105.0

968,574 131.6

1,270,438 131.2

1,647,057 129.6

1,779,784 108.1

2,377,733 133.6

1,213,926 51.1

1,383,832 114.0

1,487,673 107.5

1,410,479 94.8

港　名
伸び率 構成比

主な品目（百万円）
（％） （％）

鹿 児 島 港 87.8 11.4 金属鉱及びくず1,377，輸送用機器829，再輸出品361

鹿 児 島 空 港 120.0 13.5 再輸出品2,554，電気機器383，一般機械380

志 布 志 港 55.9 53.4 ゴム製品5,793，電気機器2,964，原皮及び毛皮1,900

川 内 港 119.5 15.2 パルプ及び古紙2,088，金属鉱及びくず787，紙類及び同製品432

枕 崎 港 345.7 6.4 再輸出品1,206，輸送用機器242

合　　　　計 74.3 100.0
※輸出額は，「再輸出品」，「金属鉱及びくず」が大幅に増加したものの，「電気機器」が大幅に減少したことにより，
総額では３年ぶりの減少となった。

港　名
伸び率 構成比

主な品目（百万円）
（％） （％）

鹿 児 島 港 93.9 88.4 原油及び粗油1,174,393，穀物及び調製品32,403，輸送用機器12,163

鹿 児 島 空 港 87.0 0.1 生きた動物951，一般機械145

志 布 志 港 89.7 9.0 穀物及び同調製品52,749，飼料29,976，生ゴム19,720

川 内 港 264.7 2.0 石油及び同製品17,009，木製品及びコルク製品（除家具）5,424

枕 崎 港 106.1 0.4 魚介類及び同調整品4,873，その他の雑製品1,216

合　　　　計 94.8 100.0
※輸入額は，「飼料」が二桁台の増加となったものの，最大のウェイトを占める「原油及び粗油」が小幅な減少となっ
たことにより，総額では３年ぶりの減少となった。



（３）　品目別輸出入額(平成24年1月～12月）

金　額 前年比 構成比 金　額 前年比 構成比

（百万円） （％） （％） （百万円） （％） （％）

1 ゴ ム 製 品
（ ﾀ ｲ ﾔ 及 び ﾁ ｭ ｰ ﾌ ﾞ ） 5,854 106.2 21.6 1,174,393 91.9 83.3

2 再 輸 出 品 4,838 625.9 17.8 85,244 96.4 6.0

3
電 気 機 械
( 半 導 体 ） 3,414 19.5 12.6 42,436 111.1 3.0

4 パルプ及び古紙 2,295 113.5 8.5 19,720 77.8 1.4

5 金属鉱及びくず 2,176 192.0 8.0 17,941 13.6倍 1.3

（４）　国別輸出入額(平成24年1月～12月）

 　（輸　出）

金額

（百万円）

1 中華人民共和国 5,509

2 アメリカ合衆国 5,237

3 韓　国 3,451

4 カナダ 1,981

5 タ　 イ 1,471

6 台　湾 1,219

7 スイス 1,206

8 オーストラリア 1,186

11 香港・マカオ 852

12 シンガポール 314

 　（輸　入）

金額

（百万円）

1 サウジアラビア 302,213

2 アラブ首長国連邦 187,562

3 クウェート 163,152

4 インドネシア 114,597

5 カタール 110,922

6 ガ ボ ン 96,737

7 イ  ラ  ク 78,755

8 アメリカ合衆国 55,928

9 オマーン 40,790

10 韓   　国 34,626

順
位

輸　　　　　出 輸　　　　　入

品　　目 品　　目

原油及び粗油

穀 物
（とうもろこし等）
飼 料
（ 油 か す ）

生 ゴ ム

石 油 製 品

順
位
相手国（地域）

対前年比 構成比
主な品目（百万円）

（％） （％）

147.5 20.3 化学木材パルプ（1,244百万），鉄鋼くず（1,001百万）

61.0 19.3 ゴムタイヤ（4,087百円），ダイオード，半導体等（737百万）

123.5 12.7 船舶（819百万），化学木材パルプ（759百万）

全増 7.3 再輸出品（1,975百万）

99.5 5.4 ダイオード，半導体等（339百万），牛原皮（323百万）

71.5 4.5 豚原皮（275百万），集積回路（216百万）

全増 4.4 再輸出品（1,206百万）

112.9 4.4 ゴムタイヤ（1,073百円）

79.6 3.1 豚原皮（510百万）

57.5 1.2 再輸出品（222百万）

順
位
相手国（地域）

対前年比 構成比
主な品目（百万円）

（％） （％）

77.3 21.4 原油（302,213百万）

89.8 13.3 原油（187,545百万）

120.5 11.6 原油（163,152百万）

87.2 8.1 原油（90,505百万），天然ゴム（13,246百万）

148.6 7.9 原油（110,922百万）

22.3倍 6.9 原油（96,737百万）

96.5 5.6 原油（78,755百万）

83.9 4.0 とうもろこし（40,182百万），でん粉かす等（3,108百万）

注） （１）から（４）の資料は，鹿児島税関支署管内の港湾及び空港からの輸出入を記載したものである。

87.1 2.9 原油（40,790百万）

5.6倍 2.5 石油及び歴青油（原油除く）等（17,018百万），ロケット(12,152百万)



○　農産物等・畜産物別（平成20～24年度）

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度
主な輸出先
(H24)

輸出量 31.1 25.9 26.3 27.6 34.4

輸出額 38 45 45 49 38

輸出量 145.4 160.9 235.4 228.7 359.0

輸出額 999 949 1,370 1,309 2,089

輸出量 176.5 186.8 261.7 256.3 393.4

輸出額 1,037 994 1,415 1,358 2,127

○　国・地域別（平成24年度）

輸出量 輸出額

273.4 1,516

52.1 280

9.9 4

4.5 27

18.0 108

24.9 150

2.3 14

8.2 28

393.4 2,127

　　○　国・地域別（平成20～24年度）

タ　 イ 和牛肉

マカオ 和牛肉

台　湾 さつまいも，きんかん，かぼちゃ

合　　計

米　国 和牛肉

カナダ 和牛肉

ドイツ 緑　 茶

国・地域 主な輸出品目

香　港 和牛肉，黒豚肉，さつまいも，きんかん，かぼちゃ

シンガポール 和牛肉，黒豚肉，さつまいも

香港，
シンガポール，
米国，マカオ和牛肉，黒豚肉

合　　計

※本県産農畜産物等の輸出団体等への聞き取り調査の結果などをまとめたものであり，本県産農畜産物等の輸出（量・額）の
全てを表しているものではない。

（単位：トン，百万円）

３　本県産水産物の輸出状況

　　　　　　　（単位：トン，百万円）

※本県産農畜産物等の輸出団体等への聞き取り調査の結果などをまとめたものであり，本県産農畜産物等の輸出（量・額）の
全てを表しているものではない。

２　本県産農畜産物等の輸出状況

（単位：トン，百万円）

品　　目

農産物等 香港，台湾，
シンガポール，
ドイツ

さつまいも，かぼちゃ，
きんかん，緑茶等

畜産物

輸出量 輸出額 輸出量 輸出額 輸出量 輸出額 輸出量 輸出額 輸出量 輸出額

423 689 426 532 626 475 850 842

3,232 4,125 2,739 3,526

9 14 2 2 1 1 8 12

8 12 118 145

23 23

455 726 428 534 627 476 858 854

3,240 4,137 2,857 3,671

13 23 11 19 5 9 9 15

9 15 59 61

19 32 11 16 6 14 13 19

155 122 39 53

8 28 9 30 5 14

3 5 4 6 3 6 6 8

204 284 208 261

43 88 35 71 19 43 28 42

368 421 306 375

9 16

498 814 463 605 646 519 886 896

3,608 4,558 3,172 4,062

※本県産水産物の輸出団体等への聞き取り調査の結果などをまとめたものであり，本県産水産物の輸出（量・額）の全てを表してい
るものではない。

地域 輸出先 品目
平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成24年度

北
米
・
E
U

北　米
ブリ・カンパチ・

かつお（主にブリ）

E  　U ブ　　リ

ロシア ブ　　リ

北米・EU・ロシア　計

中　国
クロマグロ・カンパチ

（主にクロマグロ）

その他
アジア

ブリ・カンパチ・

クロマグロ（主にブリ）

アジア　計

平成23年度

豪
州

オーストラリア ブ　　リ

合　計

※上段：漁協を中心とした輸出実績　下段：漁協に民間事業者等を加えた輸出実績

ア
ジ
ア

香　港
ブリ・カンパチ・

クロマグロ（主にブリ）

台　湾
ブリ・カンパチ・

クロマグロ（主にブリ）


